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地に足のついた生活をしたい、自分の身
体と感情に正直な暮らしをしたい。そう
思う２人を、人口減少の村が穏やかに受
け入れる。  ̶̶宇野重規（東京大学教授）

土地に根ざしながらも、土地に縛ら
れずに、時空を自在に行き来する。そ
んな新たな共同体の姿に未来の希望
を感じた。　 ̶̶大竹昭子（作家）

週刊新潮・11/28 増大号

朝日新聞・11/30 読書面

「ルチャ・リブロ」のような知的交流の場が次々
にできることが、移り住みたい魅力的な地方を
つくる鍵となるのではと期待を抱かせる一冊。
          ̶̶大井 実（ブックスキューブリック）

西日本新聞・12/14 読書面

朝日新聞・12/16、17 「折々のことば」

「なんとなくを甘く見ていると、判断や感覚に狂い
が生じると、奈良の山村で私設図書館を開く歴史
研究者は言う。　　　　　̶̶鷲田清一（哲学者）
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